






要約:福井県においてWilson 病の新生児マススクリーニングを試みた。従来のマススクリ

ーニング用乾燥濾紙血を用いて、ELISA 法によりホロセルロプラスミンを測定した。乾燥

濾紙血は、県衛生研究所はじめ関係機関、及び県内の産科医、小児科医の協力の下に、保

護者の同意を得られたもののみを用いた。834 例の新生児ホロセルロプラスミンを測定し

たところ、その平均は 17.77±7.62mg/d1(range 1.8-48.3)であった。在胎週数、出生時

体重、出生から採血までの日数、および採血から検体受け付けまでの日数とホロセルロプ

ラスミン濃度の間には特に相関はみられなかった。カットオフポイントを 4mg/dl とする

と再検率は 0.96%となった。再検例はすべて正常であり、研究期間内にマススクリーニン

グ陽性例を発見することはできなかった。


